Ｄ７８　池田の中心部（徒歩圏内）
　　　　たばこ資料館（うだつ通り）
　　　　大西城跡・諏訪神社（諏訪公園）
武家門
酒蔵（三好菊酒造・中和商店）
「四国のへそ」の別名を有する池田町の名が全国区になったのは、故・蔦監督率いる県立池田高校の甲子園で　の活躍によることは論を待たない。
その池田町は、「藍」と並び徳島の伝統産業である「刻みたばこ」の発祥の地として栄耀栄華を恣にしたことでも知られる。ＪＲ徳島線（土讃線）の阿波池田駅から栄町通りを東へ５分ほど歩くと、明治３８年に設立された専売公社池田工場の広大な敷地は、現在、大型ショッピングセンターと阿波池田バスターミナルとなっている。かつての工場の正門前には「刻煙草ちや（じゃ）池田か（が）本場昔なか（が）らの阿波刻み」との野口雨情の歌碑が建立されていて往時を偲ばせる。
池田駅からアーケードのある駅前通りを抜け、本町通りを東へ百㍍ほど歩くと「阿波池田たばこ資料館」と「阿波池田うだつの家」がある。幕末から明治にかけて栄華を極めたたばこ製造業者・真鍋家の居宅、母屋、製造作業場などが当時のまま残されており、関係資料が約２００点展示されていて見飽きない。隣の「阿波池田うだつの家」は結婚式の前撮りやコスプレなどに利用されており、句会を開くこともできる。
この本町通りは、通称「うだつ通り」とも呼ばれ全盛期には百軒ものうだつを備えた家があったそうだが、今は十指に満たない。それでも漫ろ歩きをすれば往時の雰囲気を感じ取ることができる。
たばこ資料館を出て北へ歩くと上野台地という高台に出る。東西に通称「学園通り」が走っており、東から諏訪神社、諏訪公園、池田小学校、池田幼稚園、池田中学校、池田高校が並ぶ文教地区である。その諏訪神社から幼稚園にかけての一帯に「阿波九城」の一つ「大西城（池田城）」が筑城されていたと言われ、当時の石垣が池田幼稚園舎の下に保存され案内板が建てられている。幼稚園の正門脇には「大西池田城址」の碑がある。
「諏訪神社」は、阿波の守護となった小笠原氏が大西城の守護神として生国の諏訪から諏訪大社の分霊を勧請したものである。その西隣は、桜の名所として有名な諏訪公園が整備されていて、北に吉野川（池田ダム）、南に池田町を一望できる。諏訪神社の下には「千五百の浜」と呼ばれる江戸時代から明治にかけて物流の拠点となっ　た「川湊」跡がある。
旧専売公社跡地の右斜め東、大通りと杉尾通りの交わる角に「武家門」がある。徳川幕府の「一国一城令」により大西城は廃城となったが、池田士と呼ばれる阿波藩直属の武士が領内の治安や国境の守りに当たった。その中の一人馬宮氏の館の門として建てられたのが武家門である。二百石取りの代官を務めた武家屋敷は県内で他に残っておらず貴重な一級資料となっている。同所にある「三好菊酒造」の当主は馬宮家の家系である。また、三好菊酒造の北側、杉尾通りに面して日本酒「今小町」で知られる「中和商店」がある。当初、たばこ製造業を営んでいたが酒造業へ転業したものである。
　なお、両酒造業者とも事前予約をすれば見学することができる。
（山之口卜一）
五月雨や火移り誇る阿波莨　　　　　　島崎　漂舟
　　鳴くたびに山美しく夏うぐいす　　　　獅子堂義治
　　「空」までの在所が見えて蛇苺　　　　堀川　久代　　
　　銘酒の名大きく入れて花灯　　　　　　坂部　芳生
　　白壁のうだつの軒や梅の花　　　　　　川西　月歩
　　煙草花鉢に咲かせて峯の寺　　　　　　溝渕　匠史
　　若葉寺四国三郎一望に　　　　　　　　溝渕　匠史
　　石庭の盤石沈む杜鵑花かな　　　　　　溝渕　徳子

　　写真の位置は、吟行案内割付用紙に指定。
地図は、最後尾の余白部分へ。
